
今年度もたくさんの笑顔を見せてくれた素敵なめいりんっ子！ 

本日（３月２４日）、令和６年度の卒業・修了式を実施いたしました。お子さまのご卒業、

そして修了、心からお祝い申し上げます。今年度の卒業生は谷内実祈さん、一人だけの６年

生でしたが、めいりんっ子のリーダーとしてこれまで活躍してきました。そんな実祈さんを

笑顔でお送りしようと、子どもたちはみんなで協力して、素晴らしい卒業式となるように各

学級で、そして全校で練習を重ねてきました。先日の総練習で、最後に「旅立ちの日に」と

いう曲を歌いました。卒業式にふさわしい歌詞やメロディーの曲です。そこでは子どもたち

が心を一つにして、とても７人とは思えないほどの素晴らしい歌声を聞かせてくれました。

こんな子どもたちと一緒に過ごすことができて、改めて幸せを感じました。 

また、本日をもちまして今年度の学校の教育活動が終了となります。少し振り返ってみま

すと、この１年はコロナ禍による制限が全くない状況でスタートし、通常通りの１年を過ご

すことができました。そのような中で、運動会や明倫神社祭、学習発表会などの各行事にお

きまして、保護者のみなさまや公区のみなさまと子どもたちが一緒に活動できたことをたい

へんうれしく思っています。子どもたちは学校の職員だけではなく、多くの方々と関わり、

様々な体験を積み重ねていくことで、その成長がより良く充実したものとなっていきます。

明倫の良さを生かした明倫らしい教育活動をこれからも展開していきたいと考えます。 

保護者のみなさま、公区のみなさまには、今年度も様々な面で本当にお世話になりました。

温かいお言葉やお心遣い、学校の取組に対しご理解とご協力をいただきましたことに、改め

てお礼申し上げます。ただ、私たち職員として

は、まだまだやれること、やらなければならな

かったこともあったのではないかと考えてい

ます。次年度におきましても、すべては子ども

たちのために、今一度初心にかえって取組を

進めてまいる所存でございます。４月からも

これまで以上のご支援を賜りますよう、心か

らお願い申し上げ、今年度の終了のご報告と

お礼とさせていただきます。本当にありがと

うございました。 
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３月４日に今年度の「卒業・進級を祝う会」を行
いました。この日は参観日を兼ねての実施で、保護
者のみなさまも一緒
に参加していただき
ました。在校生から
は出し物やゲーム、
卒業生からはお礼の
出し物などが披露さ
れましたが、どのプ
ログラムもみんなで
楽しめるように工夫
されたものでした。

５ 年 生 か ら は
「卒業試験クイ
ズ」と題して、卒
業生に向けてこ
の学校にちなん
だクイズが出さ

れ、実祈さんもが
んばって考えてい
ました。 

保護者のみなさ
まと共にとても楽
しく過ごすことが
でき、卒業に向け
て良い思い出をつ
くることができま
した。

２月１８日にＪＩＣ
Ａ（ジャイカ）研修員さ
んとの交流を行いまし
た。今回は２名の方々
が来校されました。そ
れぞれのご出身は、モ
ンゴルとアルゼンチン
です。 

最初に子どもたちが英語で学校案内をした後、互
いに自己紹介を行いました。そして、まず子どもた
ちが日本の文化などについて、スライドを使って説
明し、続いて研修員さんからは自国のことを紹介し
ていただきました。 

最後は「十勝ふるさとカルタ」で楽しみました。
お二人はまだ日本語があまり得意ではないので、カ
ルタの絵を子ども
たちが自分の知っ
ている英単語やジ
ェスチャーで説明
してあげていまし
た。子どもたちは英
語が通じて、うれし
そうでした。 

1 火 年度始休業（～7 日） 

2 水 職員会議 

3 木 職員会議 

4 金 職員会議 

5 土

6 日

7 月

8 火 着任式・始業式・入学式 

9 水

10 木

11 金 全校集会 

12 土

13 日

14 月

15 火 ＣＩＲ 

16 水 職員会議 

17 木

18 金

19 土

20 日

21 月 防犯教室 

22 火 ＣＩＲ 2 計測 視力・聴力検査

23 水 研修日 

24 木 幕別町複式教育研究会総会 

25 金 ＣＩＲ 児童会 

26 土

27 日

28 月

29 火 昭和の日 

30 水 ＣＩＲ 


